
 

 

日時：２月９日（木）14:00～16:30 

場所：本山町プラチナセンターふれあいホール    

                       

１ 議事等 

（１）地域アクションプランについて 

  １）嶺北地域アクションプランの進捗状況等について 

  ・全 23項目中18項目の第３四半期の進捗状況等について説明 

  ２）平成29年度嶺北地域アクションプラン（案）について 

     ・地域アクションプラン（案）について説明 

・案について了承された 

 

 （２）産業振興計画の改定等について  

１）第3期産業振興計画（Ver.2）の改定のポイントについて 

     ・改定のポイントについて説明 

２）平成29年度移住促進策のバージョンアップについて 

     ・移住促進策の取り組み状況及びバージョンアップについて説明 

３）志国高知 幕末維新博について 

     ・志国高知 幕末維新博について説明 

 

２ 意見交換 

＜地域アクションプランについて＞  

 （泡盛の販売） 

  ・（№14 ばうむ合同会社による地域資源（木材・米）活用の取組）ばうむの泡盛は

どこで入手できるか。また、流通経路はどのようなものか。 

   →嶺北地域ではどこのショッピングセンターにもあり、高知市内ではサンプラザ

で購入できる。まだ生産量が限られるため、流通にのせていくというよりかは

居酒屋のイベント等で業務店の方に置いてもらう形態で販売するようにしてい

る。 

 

 （原木の安定供給） 

  ・（No.8 嶺北地域における林業クラスター化の取組）嶺北広域原木安定供給協議会

のメンバーは誰か。また、どのようなことが話されていて、どのような形で原木

の安定供給を図っていくのか。 

→構成員は、管内４町村、素材生産者、製材工場、木材運送会社等となっている。

大豊町で整備中のストックヤードの取扱量10万㎥を目指し、そこにより良質の

木材を集めることによって、材価アップを図り、森林所有者へ還元することを

狙いとしている。 

 

 （あかうし） 

  ・（No.7 土佐あかうしの競争力の確保による肉用牛産業の再興）あかうしの肉質ラ

ンクは黒牛のランク表で評価されるとどうしてもランクが下がってしまう。高知

県独自での評価方法を作って広めていくことも必要ではないか。 

→現在、あかうしは県内に 1,800 頭ほどで枝肉も少なく、赤身肉のヘルシー志向
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もあって、ランクは低く評価されても、大都市圏では非常に高額で取引されて

いる。 

→あかうしは頭数が少ないため、日本の肉質のランク基準をあかうし独自で作る

ほどの勢力がないのが実情。ＪＡとしては全農で独自のランク表を作ればわか

りやすいのではないかということを主張している。 

 

＜産業振興計画の改定等について＞ 

 （移住促進） 

  ・H31 年度の目標が 1,000 組ということで、組数もしくは人数を数値として表すこ

とは非常に重要だが、地域の人口に対してどれだけの移住者が入ってきたかの整

理が必要ではないか。嶺北地域は数値で見れば少ないと感じるが、人口の比率で

考えるとすごく多いところがある。さらに、その人口割に対しての数値を記録し

ていくと、取り組みの段階ごとの問題点なども見えてくるのではないか。 

  ・住宅確保の強化に関して、平成29年度から移住者用の空き家改修についても県住

宅課が一括して行うと聞いているが、併せて耐震改修も一緒に行うということか。

また、耐震改修も一緒に行わなければならないのか。 

→そのとおり。住宅課でリフォーム時に耐震改修もセットでできる補助制度を創

設する。住んでいただくということであれば、やはり安全な住宅を提供してい

くという考えのもと、必要な耐震改修はセットとなる。 

  ・その考えには賛成だが、一般も含めて耐震診断待ちの方も多く、耐震診断、設計、

改修となると、空き家が使えるまでにかなり時間がかかると思う。今後の取り組

み状況を見て、課題があればまた考えていただきたい。 

→実際の市町村の進行を見ながら、住宅課の制度自体もより良くなるようにした

い。 

 

（嶺北地域博覧会） 

  ・嶺北博をぜひやっていただきたい。嶺北が一つになって、観光面でも地域の絆と

いうものを高めていけたらと思う。 

→本山町のアウトドア拠点施設の整備、土佐町のさめうら荘の改築が進んでいる。

また、カヌー指導者を誘致し、強化合宿等も行う。今のチャンスをしっかりと

らえ、機運が高まる中で、ぜひ４町村で一緒にアウトドア博というようなもの

を進めていきたい。 

→幕末維新博が平成31年 3月までということもあり、その後を見据え何か打ち出

していくことは県としても考えるところ。 

大川村の食鳥処理・加工施設の整備等により、今後は「食」という面でも新た 

な展開がある。それらも活かしてアウトドア博といったような形で進んでいく 

ことになれば県としてできるだけの支援をしていきたい。行政だけでなくぜひ 

皆さんで機運を盛り上げていただきたい。 

 

 

■お問い合わせ先 

 高知県産業振興推進部計画推進課（地域産業担当） 

  電 話 ０８８－８２３－９３３４ 

  ＦＡＸ ０８８－８２３－９２５５ 

  メール 120801@ken.pref.kochi.lg.jp 


